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課題名：病害虫・生育障害診断事例の情報共有化と普及への活用 

 

農林総合技術センター技術指導室 担当者氏名：畑中 猛 

＜活動事例の要旨＞ 

   病害虫・生育障害について、農林総合技術センターにおいて診断を行っており、診

断結果の共有化を図るため取りまとめを行った。 

１ 普及活動の課題・目標 

   農林事務所等から持ち込まれる農作物の病害虫・生育障害は、農林総合技術センタ

ーの技術指導室、資源循環研究室、土地利用作物研究室、園芸作物研究室等が連携し

て診断を実施し、診断結果が現場の課題解決に活用されている。 

ついては、診断情報を関係機関で共有することで現場での病害虫・生育障害状況の

判断と普及指導員の診断技術の向上を図る。 

２ 普及活動の内容  

   現場で問題となり、原因が不明な病害虫・生育障害について、別添診断依頼書及び

サンプルにより診断を実施した。また、現場に赴き、現地での発生状況の確認とサン

プルを採取し診断した。 

３ 普及活動の成果 

   今回、平成26年４月から平成27年２月までの病害虫・生育診断依頼のあったものの

うち、44事例の診断回答及び43事例の診断事例を選定した（病害虫診断事例データベ

ース一覧）。なお、農家名、連絡先等については、削除した。 

事例が多いため、紙ベースではなく、CD-ROMにより農林事務所等へは配布する予

定である。病害虫診断事例データベース一覧の診断回答及び診断事例について、PDF

をクリックすると表示できる。 

４ 今後の普及活動に向けて 

（１）病害虫・生育診断依頼するにあたっての注意事項 

 ア 診断のために持ち込む検体は、３検体以上とする。 

 イ 検体は鉢・株ごとに持ち込むか、健全部を含んだ異常部位を新しいナイロン袋に密 

閉して持ち込む。 

 ウ 乾燥した検体、腐敗が進んだ検体は診断できないため、なるべく新鮮な検体を持ち

込む。 

 エ 診断のための検体のほか、比較のために健全な検体を持ち込む。 

 オ 診断依頼書に詳しく記入する（ｐＨ、ＥＣの分析値、薬剤の散布履歴）。 

（２）診断回答後の普及指導員の対応 

 ア 現場にわかりやすく説明し、対策について指導する。 

 イ 実際の対策を確認し、効果について検討する。 

 ウ 診断結果に基づく現場対応と効果について診断依頼書回答に記入のうえ、技術指導

室へ返送する。 

（３）現場情報受領後の農林総合技術センター対応 

 ア 被害が増加する場合、現場からサンプル提供による診断や対策の再検討を実施する。 

 イ 場合により、現場に赴き、現地での発生状況の確認とサンプル採取を実施する。 

５ その他 

   病害虫・生育診断について、迅速な診断を心がけているため、必ずしも「コッホの

三原則」により確認している訳ではない。ついては、対応後の現場発生状況の確認が

重要であり、農林事務所等からの情報提供を要請する。 



 

 

 

 

 

 

　　　　　診断依頼先 　　　　　　　　　　　　　　診断依頼者

　栽培　・　土壌　・　病害虫 所属

※　依頼希望先に○をつける 氏名　　　　　　　　　　　　　　　連絡先

依頼年月日 　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

表題（症状がわかるように）

１　作物・品種名・種苗入手先 　（露地・施設）　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

２　発生場所（農家名） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

３　発生時期（気づいた時期） 　　　　　　　　　月　　　　　　　日

株の発生部位　 　（　　　 　　　　　　　）

ほ場の全面積 　　（約　　　　　　　　a）

発生面積割合　　 （約　　　　　　　％）

発生株率　　　　   （約　　　　　　　％）

ほ場内の発生部位[全体に均一・全体に坪状・一部に坪状・一部に筋状
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）]
ｐＨ（野菜・花き・畑作物の病害・生育障害は必須）
ＥＣ
薬剤散布（散布日、薬剤名）
栽培上の特記事項

６　播種時期（定植時期）

７　普及指導員、営農指導
　　 員、農家等の判断、意見

８　写真貼付（近景・中景・遠景） 別シートに貼付してください。
※ほ場における発生状況を撮影のこと

９　診断を依頼する理由

診断結果

診断結果：

対策：
耕種的防除
化学的防除
　・有効な農薬（　　　　　　　　　）
その他（留意事項等）
　　　　（所属　　　氏名）

診断結果伝達後の現場の状況
（必ず報告してください）

注１）診断のために持ち込む検体は、３検体以上としてください
注２）検体は鉢・株ごと持ち込むか、健全部を含んだ異常部位を新しいナイロン袋に密封して持ち込んでください
注３）乾燥した検体、腐敗が進んだ検体は診断できないため、なるべく新鮮な検体を持ち込んでください
注4）診断のための検体のほか、比較のために健全な検体を持ち込んでください

病害虫・生育障害診断依頼書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2014版）　

４　発生状況
　　※ほ場内での発生分布
　　　　を記載のこと

５　ほ場の状況



 

写真の貼付
ほ場全体画像、発生株全体画像、障害の近接画像



 

 

表 病害虫診断事例データベース一覧（２０１４年３月～２０１５年２月）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 作物名 症状
持ち込
み月

診断結果 診断の根拠
診断

依頼書
依頼書写

真
診断事例

野菜 アスパラガス 穂先のとろけ 7 軟腐病 嫌気性・発酵能検定において陽性 ＰＤＦa001 a001写真 ＰＤＦb001

野菜 イチゴ
新葉の白化症状（症状ひど
いものは萎縮伴う）

6
少量の除草剤による障害
の可能性

旧葉や新芽での奇形は軽微 ＰＤＦa002 a002写真 ＰＤＦb002

野菜 キュウリ
果実から緑の噴出物が付
着、市場出荷後に腐敗

6 斑点細菌病と軟腐病
細菌診断キット（API)により検定したと
ころ、２種類の細菌を確認

ＰＤＦa003 a003写真 ＰＤＦb003

野菜 キュウリ 苗の葉の白斑症状 8
病害ではなく、一時的な
障害

病原菌は確認できず、また、新葉に
は同様の症状が見られない

ＰＤＦa004 a004写真 ＰＤＦb004

野菜 キュウリ 急性萎凋症状 2 キノコバエ類 根部を検鏡し、多数の幼虫を確認 ＰＤＦa005 a005写真 ＰＤＦb005

野菜 ジネンジョ 腐敗 11 青かび病、白絹病
検鏡により青かび病の菌糸および白
い太い菌糸と小粒の茶色菌核を確認

ＰＤＦa006 a006写真 ＰＤＦb006

野菜 じゃがいも 褐変症状 7
収穫時等の傷から雑菌が
侵入して保管時に腐敗

複数の菌が確認され、特定の菌によ
る病害とは考えにくい

ＰＤＦa007 a007写真 ＰＤＦb007

野菜 じゃがいも 褐変症状 12
症状から凍害、打撲等の
物理的な原因が疑われる

病原性の糸状菌は確認できず正常な
肥大からウイルス病の可能性は低い

ＰＤＦa008 a008写真 ＰＤＦb008

野菜 スイカ 果実（大玉）の腐敗症状 7
乳酸菌や腸内細菌等によ
る腐敗

ジャガイモへ接種しても腐敗は認めら
ず、嫌気性・発酵能検定で陽性

ＰＤＦa009 a009写真 ＰＤＦb009

野菜 タマネギ 腐敗 7 軟腐病
軟腐病の検定培地で培養したところ、
陽性

ＰＤＦa010 a010写真 ＰＤＦb010

野菜 トマト 生育異常 6 黄化葉巻病 ＬＡＭＰ法により検定 ＰＤＦa011 a011写真 ＰＤＦb011

野菜 トマト 葉の黄化症状 7 黄化葉巻病 LAMP法 ＰＤＦa012 a012写真 ＰＤＦb012

野菜 トマト 黄化、葉巻 8 原因不明
検定した結果、トマト黄化葉巻病、ト
マト黄化萎縮病、モザイク病は陰性

ＰＤＦa013 a013写真 ＰＤＦb013

野菜 トマト 維管束部のコルク症状 9 かいよう病
イムノクロマト法（イムノストリップ）に
より検定

ＰＤＦa014 a014写真 ＰＤＦb014

野菜 トマト 葉および葉柄の斑点症状 1 薬害等の原因が疑われる

葉の黒色斑点部分を観察したが細菌
病特有のハローは見られず、切断し
て検鏡しても細菌は確認されなかっ
た

ＰＤＦa015 a015写真 ＰＤＦb015

野菜 ナス
株全体が日中萎れ、被害株
が拡大

6 疫病菌による障害 疫病菌を確認 ＰＤＦa016 a016写真 ＰＤＦb016

野菜 ホウレンソウ 斑点症状 1 斑点病
検鏡したところ、菌糸と１～４細胞のこ
ん棒状の分生胞子を確認

ＰＤＦa017 a017写真 ＰＤＦb017

普通作 水稲
水稲育苗時の不揃い（一部
腐敗枯死）

5
もみ枯細菌病と褐条病の
混発

もみ枯細菌病の検定培地において陽
性。また、２段根が見られることや葉
の奇形が生じていること及び検体の
いずれからもＰｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ属の細
菌が検出。

ＰＤＦa018 a018写真 ＰＤＦb018

普通作 水稲 苗の立枯症状 5 ピシウムによる苗立枯病 ピシウム菌を多数確認 ＰＤＦa019

普通作 水稲 苗立ち枯れ症状 5 もみ枯細菌病 もみ枯細菌病選択培地で培養 ＰＤＦa020 a020写真 ＰＤＦb020

普通作 水稲 苗立ち枯れ症状 5
リゾプス菌による苗立枯
病

リゾプス菌を多数確認 ＰＤＦa021 a021写真 ＰＤＦb021

普通作 水稲 苗の斑点症状 5 薬害の可能性 糸状菌は認められない ＰＤＦa022 a022写真 ＰＤＦb022

普通作 水稲
育苗中の生育異常（不揃
い）

6 もみ枯細菌病 もみ枯細菌選択培地で検定 ＰＤＦa023 a023写真 ＰＤＦb023

普通作 水稲 葉身の褐色斑点等 8 薬害による障害の可能性 褐色斑点の発生状況 ＰＤＦa024 a024写真 ＰＤＦb024

普通作 水稲 出穂異常 10 縞葉枯病 穂の出すくみと葉の淡い縞症状 ＰＤＦa025 a025写真 ＰＤＦb025

普通作 水稲 萎凋症状、黄化症状 10 黄化萎縮病 萎縮症状、葉の黄化症状、穂の奇形 ＰＤＦa026 a026写真 ＰＤＦb026

普通作 水稲 穂の障害 11 小粒菌核病
葉鞘の下部（地際に近い部分）の細
胞内部に黒点を確認

ＰＤＦa027 a027写真 ＰＤＦb027

普通作 ダイズ 葉の斑点・黄化症状 8 湿害による障害 作土がジピルジルで赤色化 ＰＤＦa028 a028写真 ＰＤＦb028

普通作 ダイズ 葉枯れ症状 9 乾燥による障害
ほ場を掘ったところ作土が浅く、乾燥
した状態であった

ＰＤＦa029 a029写真 ＰＤＦb029

普通作 ムギ 下葉の枯れこみと黄化症状 3
ｐHが低いことによる生育
不良

ｐHが低い ＰＤＦa030 a030写真 ＰＤＦb030

果樹 キウイフルーツ 斑点症状 7 かいよう病ではない
細菌懸濁液を切り枝の葉に単針で接
種したが病原性は確認されなかった

ＰＤＦa031 a031写真 ＰＤＦb031

果樹 モモ 幼木樹の枯死 4 凍害
病害虫ではない障害、他県で同様の
事例あり

ＰＤＦa032 a032写真 ＰＤＦb032

果樹 ユスラウメ
着果不良・新芽の枯死・葉
のクロロシス

4 灰星病 Monilinia属菌を分離 ＰＤＦa033 a033写真 ＰＤＦb033



 

 

 

 

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 作物名 症状
持ち込
み月

診断結果 診断の根拠
診断

依頼書
依頼書写

真
診断事例

花き類 カーネーション 萎凋症状 8 萎凋病 フザリウムを確認 ＰＤＦa034 a034写真 ＰＤＦb034

花き類 カーネーション 斑点症状 2 灰色かび病
株元及び葉の先端部の褐変部位から
ネズミ色の菌糸、分生子が確認され、
検鏡した結果、ボトリティス菌と判定

ＰＤＦa035 a035写真 ＰＤＦb035

花き類 クルクマ 葉の褐斑症状 11 さび斑病
湿室処理して検鏡したところ、
Plectosporiumの分生子を確認

ＰＤＦa036 a036写真 ＰＤＦb036

花き類 ケイトウ
花に黒変症状、葉に黒斑症
状

7 黒斑病 アルタナリアを確認 ＰＤＦa037 a037写真 ＰＤＦb037

花き類 シキミ
一部の葉に斑点が生じ、斑
点が木全体に拡大

5 フシダニ被害に類似
フシダニは確認できなかったが、被害
は類似

ＰＤＦa038 a038写真 ＰＤＦb038

花き類 シクラメン
葉柄の根本から萎れ、徐々
に株全体に拡がり枯死

5 萎凋病 フザリウム属菌であることを確認 ＰＤＦa039 a039写真 ＰＤＦb039

花き類
ダスティーミ
ラー

苗の病斑 1 白さび病
病斑部から採取して検鏡したところ、
胞子を確認

ＰＤＦa040 a040写真 ＰＤＦb040

花き類 バラ 株枯れ症状 7 疫病
イムノストリップによる抗血清反応検
定

ＰＤＦa041 a041写真 ＰＤＦb041

花き類 プリムラ 褐斑症状 10 斑葉細菌病
寒天培地で培養し、クリーム色のコロ
ニーと緑色蛍光色素を確認

ＰＤＦa042 a042写真 ＰＤＦb042

花き類 ルピナス 枯れ症状 10 炭疽病（病害名記載なし）
常法により分離を行った結果、
Colletotrichum属菌を分離

ＰＤＦa043 a043写真 ＰＤＦb043

花き類 胡蝶蘭 葉腐れ症状 5 ファレノシプス軟腐病 細菌診断キット（API）により検定 ＰＤＦa044 a044写真 ＰＤＦb044

注　病害虫診断事例データベース一覧の「PDFa○○」[a○○写真」をクリックすると「診断依頼書」、「PDFｂ○○」をクリックすると「診断事例」のPDFを開くことができる。


